
（別添１）

令和3年1月12日

協議会名：

評価対象事業名：

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

【補助対象となる事業
者名等の名称を記載】

【系統名・航路名・設備名、運行（航）区間、整備
内容等を記載（陸上交通に係る確保維持事業に
おいて、車両減価償却費等及び公有民営方式
車両購入費に係る国庫補助金の交付を受けて
いる場合、離島航路に係る確保維持事業におい
て離島航路構造改革補助（調査検討の経費を除
く。）を受けている場合は、その旨記載）】

【事業評価の評価対象期間
において、前回の事業評価
結果をどのように生活交通
確保維持改善計画に反映さ
せた上で事業を実施したか
を記載】

A

・

B

・

C

評

価

【計画に基づく事業が適切に実
施されたかを記載。計画どおり
実施されなかった場合には、理
由等記載】

A

・

B

・

C

評

価

【計画に位置付けられた定量的
な目標・効果が達成されたかを、
目標ごとに記載。目標・効果が
達成できなかった場合には、理
由等を分析の上記載】

【事業の今後の改善点及びより適切な目標を記
載。改善策は、事業者の取り組みだけでなく、地
域の取り組みについて広く記載。特に、評価結
果を生活交通確保維持改善計画にどのように
反映させるか（方向性又は具体的な内容）を必
ず記載すること。】
※なお、当該年度で事業が完了した場合はその
旨記載

つつじ㈱

つつじバス
（循環線、神明線、片上･北中山線、立
待線、河和田線、通学便市内高校ルー
ト、通学便片上･北中山ルート、通学便
立待ルート）

越前観光㈱

つつじバス
（循環線、幹線、鯖江南･新横江線、豊
線、河和田線、通学便市内高校ルー
ト、通学便豊ルート、通学便中河・北中
山ルート、通学便河和田ルート）

鯖江交通㈱
つつじバス
（循環線、吉川線、通学便吉川ルート）

鯖江高速観光㈱

つつじバス
（循環線、幹線、鯖江南･新横江線、片
上･北中山線、立待線、中河･北中山
線、河和田線、通学便中河･北中山
ルート、通学便河和田ルート）

鯖江市地域公共交通活性化協議会

つつじ㈱、越前観光㈱、鯖江交通㈱、鯖江高速観光㈱

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

当初計画では、幅広い年代
層（若年層、労働層）を取り
込むため、通勤通学を念頭
においた路線体制をとるとし
ていましたが、H29.4月の再
編から大きく利用人数が減
少しその後横ばいに推移し
ていること、また通勤通学利
用も限定的であることから、
まず、つつじバスの主要な
利用者である高齢者の利用
回復を図ることにしました。
この一環として、鯖江市の行
政出前講座にて「乗ろう・守
ろうみんなのつつじバス」の
講座を企画し、令和２年度に
ついては全４ヵ所の高齢者
サロンにて、つつじバスの運
行体系の説明および、お得
な制度の周知を行うとともに
時刻表の見方の説明を通し
て、複数の路線を乗り継い
で目的地に向かう方法の説
明を行いました。

Ａ 　計画に基づき実施できました。

〇再編前参考数値
[H28]H28.4～H29.3
実績　183,083人

〇目標・実績
［H29］H29.4～H29.9
目標　227,800人(*113,900人)
実績　69,950人
［H30］H29.10～H30.9
目標　228,500人
実績　136,190人
［H31］H30.10～R1.9
目標　229,200人
実績　144,734人
[R2] R1.10～R2.9
目標　229,900人
実績　112,368人

※一便あたりの利用者数推移
〇〇線　[H29]→[H30]→[H31]
→[R2]
循環線　[7.47]→[6.90]→[7.57]
→[6.11]
幹線　[12.08]→[10.22]→[10.21]
→[7.91]
鯖江南・新横江線　[2.98]→
[2.58]→[3.43]→[1.92]
神明線　[4.64]→[4.66]→[4.98]
→[4.23]
片上・北中山線　[5.53]→[4.87]
→[4.16]→[3.35]
立待線　[5.66]→[6.08]→[5.26]
→[4.52]
吉川線　[7.08]→[6.16]→[6.30]
→[5.18]
豊線　[7.28]→[6.97]→[6.14]→
[4.12]
中河・北中山線　[3.75]→[3.72]
→[3.90]→[2.49]
河和田線　[14.50]→[13.24]→
[12.79]→[9.21]
通学便
市内高校ルート　[9.12]→[11.85]
→[10.54]→[7.09]
*片上・北中山ルート　[0.46]→
[1.82]→[1.41]→[0.41]
*立待ルート　[0.91]→[2.02]→
[3.02]→[2.55]
*吉川ルート　[0.19]→[1.04]→
[1.75]→[2.73]
*豊ルート　[0.42]→[0.76]→
[1.41]→[0.34]
*中河・北中山ルート　[0.19]→
[0.46]→[0.13]→[0.06]
河和田ルート　[3.25]→[3.43]→
[3.97]→[4.27]

〇分析
つつじバス全体として、減少して
いる路線は、固定ユーザーの利
用状況が大きく影響していると
思われます。高齢利用者が入院
や病気等をきっかけにバス利用
を控えるようになっていると現場
の運転手からも聞いています。
また、新型コロナウイルス感染
拡大の影響に伴い、バスを利用
しての外出が大きく減少したこと
により、R2.3およびR2.6～R2.9に
おいては対前年同月比で約
70％程、R2.4～R2.5においては
対前年同月比で約40％程度の
利用となっています。
特に市内中心部に位置する丹
南病院においては面会禁止を
行っている影響もあり、対象の路
線(循環線・幹線・神明線・中河
北中山線・立待線・吉川線)の一
便あたりの利用減に影響を及ぼ
しています。
通学便「*」路線については、
徐々に路線の認知度が上がって
いるものの、今冬の暖冬が利用
者減少につながった要因と考え
ています。

再編前の利用者水準（183,000人）まで
回復することがまず重要だと考えてい
ます。
左記に、固定ユーザーの利用状況の
影響が大きいと書きましたが、いかに
免許返納等の新規層を取り込めるか
が重要だと考えています。今後につい
ては免許返納者に対して利用者無料
証を配布していますが、その際の説明
の充実と、今後も一層高齢者サロン等
に赴き、乗り方講座など直接PRに力を
入れて行っていきたいと考えています。
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（別添１－２）

令和3年1月12日

協議会名：

評価対象事業名：

地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について

鯖江市は、中心部はＪＲ北陸線と福井鉄道福武線の２社の鉄道が縦断していることにより公共交通の利便性が確保されているが、鯖江市
西部は日野川により、鯖江市東部は東部に長くのびる地理により中心部へのアクセスが制限されている。高齢化による運転免許返納や市
中心部への医療施設・商業施設の集中により、東西の集落と市中心部を結ぶ公共交通による移動手段はますます重要となってきている。
今後も市中心部への拠点集中が見込まれることから、鯖江市は「どこにでも歩いていけるまち」をスローガンに、高齢者だけでなく市民全体
が公共交通による利便性を享受できるよう公共交通網の整備を図る必要があると感じている。

鯖江市地域公共交通活性化協議会

鯖江市地域内フィーダー系統確保維持計画


